
  

明日から夏休みです！事故や怪我がない、楽しい夏休みになることを願っています！ 
 明日から８月２４日（火）まで３５日間（休日を含む）の夏休みが始まります。本日の集会で、子

どもたちにとって、事故や怪我がなく、楽しい夏休みになることを願って、以下の話をしました。 
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長子配布 

除草作業ありがとうございました！（本部役員、施設保体部、おやじの会の皆様） 
 ７月１１日（日）、本部役員、施設保体部、おやじの会から２７名の方が、朝６時から運動場や柵

の外周り、公園入口、いも畑の草払いをしていただきました。おかげ様で、とてもきれいになり、８

月２２日（日）に予定していた除草作業は、実施しなくてもよくなりました。本当にありがとうござ

いました。次回は、体育大会前日(10/23)に除草作業を実施する予定です。 

なお、夏休み中、運動場の中や分校の草が伸びた場合は、本校職員で除草作業を行います。 

とても感動的だった『読み語りスペシャル（7/14）』 
 今回、お呼びしたのは、昨年度に引き続き「音楽と絵本の読み語りグループ 

 SORA」の中島さん、羽柴さん、岩野さんの３人です。内容は、絵本の読み聞 

かせを中心に、歌や音楽を取り入れてあり、また絵本の内容もとても感動的 

な内容で、涙を流す子どももいました。是非、コロナ感染症が落ち着いたら 

親子で聞いていただけたらと思う内容でした。忙しい中に準備をしていただい 

た鍋内部長さんをはじめ母親部のみなさん。お世話等本当にありがとうございました。 
 

【「夏休み前集会」での校長の話】 

いよいよ明日から夏休みです。今日は、これからはじまる夏休みを、本当に楽しくする秘訣に

ついて古代文字（昔の文字）を使って、話をします。 

 この文字は、何の漢字になったのか分かりますか。 

２年生で勉強する漢字です。これは、「楽」という漢字です。 

持ち手のついた鈴の形からできました。 

 漢字研究をしている人の話によれば、昔の人が鈴を鳴らして 

神様をよび、楽しませたことから、鈴の形が楽しいことを表す 

「楽」という漢字になったそうです。 

 さて、これからはじまる夏休みを本当に楽しくするためには、古代文字（昔の文字）に隠され

た「３つの鈴」を鳴らすことが大切だと思います。 

 １つめの鈴は「元気の鈴」です。 

夏休みは、学校に来ている時より交通事故が増えます。小学生が交通事故にあうケースは、

「とび出し」「信号無視」「横断歩道でないところの横断」「道路での安全確認不足」などで、

特に小学生の交通事故のほとんどが「とび出し」が原因となっています。また、朝よりも緊張感

のなくなる午後、それも交通量の増える夕方に事故が多いようです。交通ルール（きまり）を守

ることが、身を守る第一歩です。休み中は、きまりをしっかり守って、毎日「元気の鈴」を鳴ら

しましょう。そして、７月３０日、８月２５日に元気な顔を見せてください。 

 ２つめの鈴は「勉強の鈴」です。 

夏休みにしかできないことに挑戦しましょう。コロナ禍の中ですが、可能な範囲で海水浴やキ

ャンプ、虫取りなどの屋外系もいいでしょう。博物館や科学館めぐりに読書三昧、テレビでのオ

リンピック観戦などの、室内系もいいと思います。一人一台パソコンも活用し、夏休みだからこ

そできる学びをして「勉強の鈴」を鳴らし続けましょう。 

 ３つめの鈴は「仲良しの鈴」です。 

友達と仲良くできることは、とても嬉しいことです。夏休みには普段と違う友達と過ごすこと

もあるでしょう。３０日には北海道から９名のお友達も来る予定です。自分の意見を大切にしな

がらも、相手の気持ちを大切にしなくては「仲良しの鈴」は鳴らせません。「相手のいやがるこ

とはしない、言わない」の約束をしっかり考えて「仲良しの鈴」を鳴らしましょう。 

 以上、３つの鈴をたくさん鳴らして、楽しい夏休みにしましょう。 
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